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(57)【要約】
ハンドルと、延長部分の遠位端を照明するための光源を
収容する分離可能な延長部分とを備えている内視鏡が提
供される。一実施形態において、分離可能な延長部分は
、第一の光源を備えている分離セクションであって、分
離セクションは、分離可能な延長部分が取り外し可能な
態様で内視鏡のハンドルに装着され得るように構成され
る、分離セクションと、遠位端と近位端とを備えている
シャフトと、光ガイドであって、光ガイドの近位端は、
第一の光源に結合され、光ガイドは、シャフトを介して
シャフトの遠位端まで伸びている、光ガイドとを備えて
いる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡用の分離可能な延長部分であって、
　第一の光源を備えている分離セクションであって、該分離セクションは、該分離可能な
延長部分が取り外し可能な態様で内視鏡のハンドルに装着され得るように構成される、分
離セクションと、
　遠位端と近位端とを備えているシャフトと、
　光ガイドであって、該光ガイドの近位端は、該第一の光源に結合され、該光ガイドは、
該シャフトを介して該シャフトの該遠位端まで伸びている、光ガイドと
　を備えている、分離可能な延長部分。
【請求項２】
　前記光ガイドの前記近位端は、該光ガイドの該近位端が前記第一の光源の発光表面と接
触するように、該第一の光源に結合される、請求項１に記載の分離可能な延長部分。
【請求項３】
　前記光ガイドの前記近位端は、該光ガイドの該近位端が波長変換物質と接触するように
、前記第一の光源に結合される、請求項１に記載の分離可能な延長部分。
【請求項４】
　前記第一の光源は、半導体光源である、請求項１に記載の分離可能な延長部分。
【請求項５】
　前記分離セクションの中に配置された第二の光源をさらに備えている、請求項１に記載
の分離可能な延長部分。
【請求項６】
　前記第二の光源は、前記延長部分および検査を受けている対象物に関連した特性を計算
するシステムの一部分である、請求項５に記載の分離可能な延長部分。
【請求項７】
　前記第二の光源は、半導体光源である、請求項６に記載の分離可能な延長部分。
【請求項８】
　前記第二の光源は、第二の光ガイドの近位端に結合されている、請求項６に記載の分離
可能な延長部分。
【請求項９】
　前記第二の光ガイドは、前記シャフトを介して該シャフトの前記遠位端まで伸びている
、請求項６に記載の分離可能な延長部分。
【請求項１０】
　前記延長部分が前記内視鏡のハンドルに装着されるときには、該内視鏡のハンドルの中
のエレクトロニクスにパラメーターを設定する、コードを含むパラメーター設定デバイス
をさらに備えている、請求項１に記載の分離可能な延長部分。
【請求項１１】
　前記第一の光源は、前記延長部分が前記ハンドルに接続されるときには、内視鏡のハン
ドルの中の電源に接続するように構成される装着セクションをさらに備えている、請求項
１に記載の分離可能な延長部分。
【請求項１２】
　前記シャフトの前記遠位端を連接駆動する機械式の連接駆動デバイスをさらに備えてい
る、請求項１に記載の分離可能な延長部分。
【請求項１３】
　前記機械式の連接駆動デバイスは、内視鏡のハンドル上の歯車とかみ合う歯車を備えて
いる、請求項１に記載の分離可能な延長部分。
【請求項１４】
　分離可能な延長部分およびハンドルを備えている内視鏡であって、該延長部分は、第一
の光源を備えている分離セクションであって、該分離セクションは、該分離可能な延長部
分が取り外し可能な態様で内視鏡のハンドルに装着され得るように構成される、分離セク
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ションと、遠位端と近位端とを備えているシャフトと、光ガイドであって、該光ガイドの
近位端が該第一の光源に結合され、該光ガイドが該シャフトを介して該シャフトの該遠位
端まで延びている、光ガイドとを備えている、内視鏡。
【請求項１５】
　前記第一の光源は、半導体光源である、請求項１４に記載の内視鏡。
【請求項１６】
　前記分離セクションの中に配置された第二の光源をさらに備えている、請求項１４に記
載の内視鏡。
【請求項１７】
　前記第二の光源は、前記延長部分および検査を受けている対象物に関連した特性を計算
するためのシステムの一部分である、請求項１６に記載の内視鏡。
【請求項１８】
　前記第二の光源は、半導体光源である、請求項１６に記載の内視鏡。
【請求項１９】
　前記第二の光源は、第二の光ガイドの近位端に結合されている、請求項１６に記載の内
視鏡。
【請求項２０】
　前記第二の光ガイドは、前記シャフトを介して該シャフトの前記遠位端まで延びている
、請求項１４に記載の内視鏡。
【請求項２１】
　前記ハンドルは、受け取るデバイスをさらに備え、前記延長部分は、パラメーター設定
デバイスをさらに備え、該受け取るデバイスは、パラメーター設定デバイスと接続するよ
うに構成される、請求項１６に記載の内視鏡。
【請求項２２】
　前記パラメーター設定デバイスは、コードを備え、前記受け取るデバイスとの接続は、
該コードに基づいて前記ハンドルのエレクトロニクスの中のパラメーターを設定する、請
求項２１に記載の内視鏡。
【請求項２３】
　前記第一の光源は、前記延長部分が前記ハンドルに接続されるときには、前記第一の光
源は、内視鏡のハンドルの中に配置された電源に接続するように構成される装着セクショ
ンをさらに備えている、請求項１４に記載の内視鏡。
【請求項２４】
　前記分離可能な延長部分は、前記シャフトの前記遠位端を連接駆動するための機械式の
連接駆動デバイスをさらに備えている、請求項１４に記載の内視鏡。
【請求項２５】
　前記分離可能な延長部分は、第一の歯車システムをさらに備え、前記ハンドルは、第二
の歯車システムをさらに備え、該第一の歯車システムは、該第二の歯車システムとかみ合
って該延長部分の連接駆動デバイスを制御するためのシステムを形成するように構成され
る、請求項１４に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　（背景）
　内視鏡は、限定されたアクセスを有する対象物（例えば、人間または動物の中、管の中
、エンジンの中）の領域を見るために用いられるデバイスである。一般的には、内視鏡は
、延長された部分に結合された操作部分またはハンドルを有し、その結果として、内視鏡
の使用中、延長された部分が少なくとも部分的に対象物の中に配置されている間は、操作
部分が対象物の外に残っている。一般に、延長された部分は、対象物の内側の領域を照明
して観察するために一つ以上の光学コンポーネントを有し、操作部分は、光学コンポーネ
ントを制御し、延長された部分を対象物の中に位置決めするように設計される一つ以上の
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デバイスを有する。
【０００２】
　延長部分に適切な光を提供し、その結果として、適当な視覚的イメージが取得され得る
ようにするために、従来の内視鏡は、内視鏡につながれる外部の光源を用いる。光源と内
視鏡を通って延びる光学チャネルとの間の接続は、光が内視鏡を介して効率的に伝送され
得るように正しく整列される必要がある。光源および光学チャネルが誤って整列される場
合には、十分な光がチャネルを介して伝送されず、オペレーターは、視覚化のために内視
鏡を用いることが不可能となる。その結果として、内視鏡の延長部分を異なる寸法の延長
部分または清潔な延長部分と交換することは困難であり、その理由は、そうすることが光
源が古い延長部分から取り外され、新たな延長部分に再接続され、整列されることを要求
するからである。光源を整列することに加えて、オペレーターはまた、鮮明な画像が光学
素子を介して送信され得るように、内視鏡内の光学素子を正しく整列しなければならない
。
【０００３】
　したがって、オペレーターが容易に取り外して、新たなおよび／または異なる延長部分
を操作部分に装着することを可能にする内視鏡の必要性が、依然として残る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　（技術の概要）
　一つの局面において、技術は、内視鏡の分離可能な延長部分を特徴とする。延長部分は
、分離セクション、シャフト、および光ガイドを有する。一部の実施形態において、分離
セクションは、第一の光源を含み、延長部分が内視鏡のハンドルに取り外し可能な態様で
装着され得るように構成される。シャフトは、遠位端および近位端を有する。光ガイドの
近位端は、第一の光源に結合され、光ガイドは、近位端からシャフトを介して遠位端にま
で延びる。
【０００５】
　別の局面において、技術は、分離可能な延長部分およびハンドルを備えている内視鏡を
特徴とする。一部の実施形態において、延長部分は、第一の光源を備えている分離部分（
分離部分は、分離可能な延長部分が内視鏡のハンドルに取り外し可能な態様で装着され得
るように構成される）と、遠位端および近位端を備えるシャフトと、光ガイドの近位端が
第一の光源に結合され、光ガイドがシャフトを介してシャフトの遠位端まで延びる光ガイ
ドとを備えている。
【０００６】
　一部の実施形態において、ハンドルおよび延長部分を含む内視鏡が提供される。ハンド
ルは、装着部分を含み、延長部分は、遠位端および近位端を含む。遠位端は、対象物を視
覚化するように適合され、近位端は、対象物を照明するための光源を収容する。延長部分
の近位端は、ハンドルの装着部分に固定される。
【０００７】
　内視鏡のハンドルが、提供される。内視鏡のハンドルは、電源と、ハンドルを取り外し
可能な態様で延長部分に接続する第一の装着インターフェースとを備え得る。第一の装着
インターフェースは、延長部分の第二の装着インターフェースの輪郭とマッチするように
構成される輪郭のある表面と、延長部分の中の光源に取り外し可能な態様で電源を接続す
る接続部材とを備え得る。
【０００８】
　内視鏡の延長部分がまた、提供される。延長部分は、シャフト、分離セクション、およ
び光ガイドを備え得る。シャフトは、遠位端および近位端を備えている。分離可能なセク
ションは、少なくとも一つの光源および第一の装着インターフェースを備えている。第一
の装着インターフェースは、内視鏡のハンドルの第二の装着インターフェースの輪郭とマ
ッチするように構成される輪郭のある表面と、ハンドルの中の電源に取り外し可能な態様
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で光源を接続する接続部材とを備え得る。
【０００９】
　ハンドルと、取り外し可能な態様でハンドルに結合されることが可能な延長部分とを備
えている内視鏡が、提供される。内視鏡のハンドルは、電源および第一の装着インターフ
ェースを備え得る。延長部分は、シャフト、分離セクション、および光ガイドを備え得る
。シャフトは、遠位端および近位端を備えている。分離可能なセクションは、光源および
第二の装着インターフェースを備えている。内視鏡はまた、電源を取り外し可能な態様で
光源に接続する接続デバイスと、ハンドルを延長部分に固定する装着デバイスとを備え得
、ハンドルは、装着デバイスの第一の部材を備え、延長部分は、装着デバイスの第二の部
材を備えている。第一の装着インターフェースは、第二の装着インターフェースの輪郭の
ある表面にマッチするように構成される輪郭のある表面を備えている。
【００１０】
　本明細書において提供されるハンドルおよび／または内視鏡の一部の実施形態において
、ハンドルは、電源、歯車システムに結合されるジョイスティック、および少なくとも歯
車システムの一部分を備えている第一の装着インターフェースを備えている。延長部分は
、シャフト、分離可能なセクション、および光ガイドを備えている。シャフトは、遠位端
および近位端を備えている。分離可能なセクションは、光源と、シャフトの遠位端および
分離可能なセクションの中にある一つ以上の歯車に結合される少なくとも一つのワイヤー
とを含む。光ガイドは、シャフトの遠位端から分離可能なセクションの中に延び、そこで
、光ガイドは光源に結合される。分離可能なセクションはまた、一つ以上の歯車の一部分
を備えている第二の装着インターフェースを備えている。ハンドルはまた、電源を取り外
し可能な態様で光源に接続する接続デバイスと、ハンドルを延長部分に固定する装着デバ
イスとを含み得、ハンドルは、装着デバイスの第一の部材を備え、延長部分は、装着デバ
イスの第二の部材を備えている。第一の装着インターフェースおよび第二の装着インター
フェースは、ハンドルの歯車システムが分離セクションの一つ以上の歯車とかみ合って延
長部分の遠位端を連接駆動する（ａｒｔｉｃｕｌａｔｉｎｇ）機構を形成するように、延
長部分のハンドルへの取り外し可能な態様での結合を可能にするように構成される。
【００１１】
　対象物の視覚化を提供するために内視鏡の延長部分にハンドルを接続する方法がまた、
提供される。一部の実施形態において、方法は、ハンドルを提供することを含み、ハンド
ルは、装着インターフェースおよび光源を動作させる制御デバイスを含む。方法は、対象
物の視覚化のための遠位端を備えるシャフトと、分離セクションに結び付けられる近位端
と、光源を収容しハンドルの装着インターフェースに固定可能な分離セクションとを含む
延長部分を提供すること、および延長部分がハンドルに固定されるように、そして光源を
動作させる制御デバイスが動作可能であるように、延長部分の分離可能なセクションをハ
ンドルの装着インターフェースに装着することを含む。
【００１２】
　内視鏡の延長部分を取り替える方法がまた、提供される。一部の実施形態において、方
法は、本明細書において記載されるような内視鏡を提供すること、ハンドルの装着表面か
ら延長部分の近位端を分離すること、取り替えの延長部分を提供すること、および取り替
えの延長部分の分離セクションをハンドルの装着部分に固定することを包含する。
【００１３】
　技術は、ハンドルからの内視鏡の延長部分の分離を可能にする。その結果として、オペ
レーターは、延長部分を特別な機器の使用なしに分離し得る。さらに、オペレーターは、
光源と光ガイドとが正しく整列され、その結果として、光が内視鏡を介して効率的に伝送
されるように、新たな、異なる、または修理された延長部分をハンドルに挿入および／ま
たは装着し得る。内視鏡の延長部分は、光ガイドおよび／または光源を再整列する必要な
しに別の延長部分と交換され得る。技術は、オペレーターに、オペレーターが望むときは
いつでも（例えば、壊れた部分を交換するため、洗浄された延長部分を装着するため、異
なる寸法のレンズ、長さまたは直径がを有する延長部分を装着するため）、延長部分を交
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換する柔軟性を有する。技術はまた、パルス幅変調回路のような電力コントローラーの使
用を介して、光源のためのエネルギー源の電池寿命を最大化する。その結果として、電池
寿命は、依然として安定した強度の光源を提供しながら延長され得る。技術はまた、デジ
タル大容量記憶デバイスにデジタル画像を記憶する。その結果として、カメラによって捕
捉された画像は、さらなる分析のために、後日、再検討され得る。
【００１４】
　本明細書に記載された多様な実施形態は、相補的であり得、本明細書に包含される教示
を考慮して、当業者によって理解されるような態様で組み合わされるか、またはともに用
いられ得る。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、分離可能な延長部分およびバンドルの断面図を示す、例示的な内視鏡で
あり、延長部分は、ハンドルに装着されている。
【図２】図２は、光源、光ガイド、ワイヤー、および少なくとも一つの歯車を明らかにす
る延長部分の断面図を有する、ハンドルに装着された分離可能な延長部分を示す、例示的
な内視鏡である。
【図３】図３は、検査に関連する特性を計算するために内視鏡が対象物に投影し得る例示
的な光の模様である。
【図４】図４は、光源、光ガイド、ワイヤー、および複数の歯車を明らかにする延長部分
およびバンドルの断面図を有する、ハンドルに装着された分離可能な延長部分を示す、例
示的な内視鏡である。
【図５】図５は、延長部分のバンドルへの分離可能な態様での装着を図示する、例示的な
内視鏡である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　（技術の詳細な説明）
　本明細書では、ハンドルおよび分離可能な延長部分（また、本明細書では「挿入管」「
挿入セクション」または「挿入シャフト」とも称される）を有する手動の内視鏡が提供さ
れる。分離可能な延長部分は、対象物を照明するための光源（また、本明細書では「第一
の光源」とも称される）を収容し得る。一部の実施形態において、内視鏡の分離可能な延
長部分はまた、検査された対象物および延長部分に関する特性（例えば、測定、距離、寸
法）を計算するための第二の光源を収容する。
【００１７】
　一部の実施形態において、分離可能な延長部分は、光源、光ガイド、光源を電源（また
、本明細書では「エネルギー源」とも称される）に接続する接続部材または装着セクショ
ンと、延長部分をハンドルに固定する装着デバイスの部材（また、本明細書では「固定ラ
ッチ」とも称される）とを含む。延長部分が連接駆動可能な遠位端を含む場合には、延長
部分は、連接駆動ワイヤーおよび一つ以上の歯車を含み得る。
【００１８】
　一部の実施形態において、ハンドルは、電源と、延長部分をハンドルに固定する装着デ
バイスの部材と、延長部分の遠位端において問題の対象物を観察するための光学素子とを
含む。この実施形態において、光学的観察は、分離可能なシャフトの遠位端のカメラおよ
び関連する光学素子によって達成される。カメラへ、およびカメラからの電力および信号
は、ハンドル上のコネクターとかみ合う挿入シャフト中のコネクターを介して送信される
。
【００１９】
　図１を参照すると、一部の実施形態において、内視鏡１００は、分離可能な延長部分１
１４およびハンドル１１２を含む。分離可能な延長部分１１４は、遠位端１２０、シャフ
ト１１６、近位端１２２、分離セクション１１８、および歯車１３０を含む。ハンドル１
１２は、装着部分１５０、電源１５２、アイピース１５４、オプションのＵＳＢポート１
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５６、光および電力のコントロール１５８、および一部の実施形態においては、連接駆動
機構１６０を含む。連接駆動機構１６０は、コントロールレバー１６２およびコントロー
ルレバー１６２と結合した歯車または歯車の組１６４を備えている。一部の実施形態にお
いて、アイピースは、ビデオディスプレイであり、ビデオディスプレイは、挿入シャフト
１１４の遠位端１２０のカメラによって収集された画像を表示する。一つまたは複数の歯
車１６４は、分離可能な延長部分１１４およびハンドル１１２が互いに装着されていると
きには、延長部分１１４の歯車１３０が、ハンドル１１２の一つ以上の歯車１６４とかみ
合い、そのことによって連接駆動機構を形成し、コントロールレバー１６２の操作が延長
部分の遠位端１２０を所望の方向に連接駆動するように構成される。
【００２０】
　内視鏡によって提供される本明細書のコントロールレバー１６２は、延長部分１１４の
遠位端１２０を連接駆動する任意の機構であり得る。例えば、コントロールレバー１６２
は、ジョイスティックであり得る。一部の実施形態において、コントロールレバー１６２
は、本明細書で説明されるような２方向または４方向の連接駆動機構を制御し得る。一部
の実施形態において、コントロールレバー１６２は、全方向の連接駆動機構を制御し得る
。例えば、コントロールレバー１６２は、Ｋｒｕｐａ他に属する米国特許出願公開第２０
０４／００５９１９１号において開示されているようなジョイスティックコントローラー
であり得る。
【００２１】
　本明細書で提供される内視鏡は、シャフト１１６の遠位端１２０におけるカメラまたは
他の視覚化デバイスによって捕捉された画像を表示するオプションのディスプレイを含み
得、かくして、オペレーターが検査中の対象物を容易に見ることを可能にする。ディスプ
レイは、ハンドル１１２上またはハンドル１１２の外部にあり得る。ディスプレイは、マ
イクロＶＧＡ（Ｋｏｐｉｎ）のようなマイクロディスプレイであり得る。ディスプレイは
、内視鏡が使用されようとするとき、例えば、延長部分１１４がハンドル１１２と接続さ
れるときに、作動され得る。延長部分１１４をハンドル１１２から切り離すことは、ディ
スプレイを作動停止とし得、そのことによって電源１５２の寿命を延ばす。
【００２２】
　本明細書で提供される内視鏡は、光学デジタル記憶デバイスのためのスロットを含み得
る。デジタル記憶デバイスは、シャフト１１６の遠位端１２０におけるカメラまたは他の
視覚化デバイスによって送信された画像を記憶する。デジタル記憶デバイスは、画像また
はビデオを記憶し得る。例えば、デジタル記憶デバイスは、ＵＳＢメモリ（ｔｈｕｍｂ　
ｄｒｉｖｅ）、デジタルカード、データカード、および／またはフラッシュカードであり
得る。独立しているか、またはビデオクリップ内にあるかのいずれかである画像は、ＴＩ
ＦＦファイル、ＪＰＥＧファイル、ＭＰＥＰファイル、および／またはＧＩＦＦファイル
のような形式に保存され得る。デジタル記憶デバイスは、外部デバイス上での再生のため
に外され得、それは、オプションのディスプレイ上での再生のために内視鏡１００内に残
され得る。
【００２３】
　本明細書で提供される内視鏡は、オプションの、画像を捕捉する機構を含み得る。オペ
レーターが、画像を捕捉する機構を係合するときには、シャフト１１６の遠位端１２０に
おけるカメラまたは他の視覚化デバイスからの単一の画像が捕捉され得る。代替案として
、画像を捕捉する機構を係合することは、ビデオ用の画像のストリームの捕捉を始め得る
。画像を捕捉する機構は、例えば、静止画ボタンであり得、画像またはビデオは、オプシ
ョンのディスプレイに表示される画像であり得る。画像を捕捉する機構は、ハンドル１１
２上に配置され得る。内視鏡１００は、すべての捕捉された画像にデータのインプリント
を記憶し得、インプリントは、日付、時刻、検査者、部分の番号、検査済みの項目、測定
値、および問題の傷の領域または問題の任意の領域を指示するポインターのような情報を
含み得る。
【００２４】
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　本明細書で提供される内視鏡は、オプションとしてデータをワイヤレスで外部のデバイ
スに送信し得る。データは、画像および／またはビデオであり得、データは、送信の前ま
たは後に記憶され得る。代替案として、内視鏡１００は、データをＳ－Ｖｉｄｅｏ接続を
介して外部のデバイスに送信し得る。外部のデバイスは、遠隔モニター、モニターヘッド
セット、ラップトップコンピューターおよび／またはデスクトップコンピューターであり
得る。
【００２５】
　遠隔モニターは、Ｓ－Ｖｉｄｅｏ接続を介して直接に、またはワイヤレス接続によって
接続され得、かくして、遠隔モニターがつながれないこともまた可能にする。内視鏡はま
た、ビデオ捕捉ボードを有するラップトップに接続され得る。Ｃｉｔａｄｅｌのｆｉｅｌ
ｄ　ｈａｒｄｅｎｅｄラップトップ設計に基づくラップトップが、システムの一部として
提供され得る。
【００２６】
　本明細書で提供される内視鏡は、ハンドル１１２上に付加的なコントロールまたはイン
ジケーターを含み得る。コントロールは、例えば、光源用のオプションのパワーセッティ
ングおよび／または検査された対象物および延長部分に関する特性を計算するためのオプ
ションのボタンを含み得る。インジケーターは、例えば、バッテリーレベルインジケータ
ーおよび／またはエンジンへの延長部分の挿入の指示（安全／安全でない）を含み得る。
【００２７】
　本明細書で提供される内視鏡は、ハンドル１１２上のコントロールまたは他のコンポー
ネントを保護する一つ以上の保護機構を含み得る。例えば、保護機構は、シールされた膜
のスイッチキーパッドのような覆いであり得る。
【００２８】
　図２を参照すると、一部の実施形態において、内視鏡は、分離可能な延長部分１１４お
よびハンドル１１２を含む。延長部分１１４は、シャフト部分１１６および分離セクショ
ン１１８を含む。シャフト部分１１６は、遠位端１２０および近位端１２２を備える。光
源１２４は、分離セクション１１８の中に収容される。光源１２４は、光源１２４によっ
て生成される光が、光源１２４からシャフト１１６を介して遠位端１２０に延びる光ガイ
ド２２６の中に伝送されることが可能なように、位置決めされる。遠位端１２０は、延長
部分１１４を介して伝送された光が近くの対象物（例えば、遠位端から１ｍｍ～１０００
ｍｍに位置する対象物）を照明するように、および／またはカメラが対象物の視覚的イメ
ージを取得し得るように、レンズあるいはカメラまたはビデオカメラのような他の視覚化
デバイスを含み得る。
【００２９】
　本明細書で提供される内視鏡は、オプションの第二の光源２４０を含み得る。第二の光
源２４０は、例えば、レーザー、半導体光源、半導体ダイオードレーザー、またはソリッ
ドステート光源であり得る。光源２４０は、近位端１２２から遠位端１２０へ延びる第二
の光ガイド２３４に結合される。遠位端１２０において、第二の光ガイド２３４は、図３
に示されるような模様を有する半透明の覆いを有し得る。光源２４０から光ガイド２３４
を介して伝送された光は、対象物上に照明された模様を投影する。模様は、照明された対
象物の寸法、遠位端１２０と対象物との間の距離、および／または遠位端と対象物との間
の傾斜のような、検査に関係する特性を計算するために用いられ得る。
【００３０】
　オプションのレーザー光源が、オプションの模様生成装置が照明されるシャフトの遠位
端まで延びる、オプションのレーザーファイバー２３４を照明するために用いられる。か
くして、レーザー光の模様が、観察されている対象物にまで伝送され、例えば、対象物の
寸法を決定するために用いられ得る。
【００３１】
　一実施形態において、分離可能な延長部分は、装着部分２３６を備えている。装着部分
２３６は、ハンドルの装着表面１５０の輪郭部分にマッチするように構成される輪郭の表
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面を備えている。延長部分が連接駆動する遠位端を備えている場合には、延長部分の装着
部分２３６は、一つ以上の歯車１３０を含む。延長部分がハンドルに装着されるときには
、一つまたは複数の歯車１３０は、ハンドルの中にある一つまたは複数の歯車とかみ合う
（図１を参照）。
【００３２】
　図２に示される実施形態において、シャフト１１６は、柔軟な材料および４方向の連接
駆動が可能な連接駆動する遠位端を備えている。２組の連接駆動ワイヤー２２８が示され
ている。連接駆動ワイヤーは、シャフトの遠位端１２０および延長部分の分離セクション
の中にある歯車１３０に接続されている。
【００３３】
　本明細書で提供される内視鏡は、ハンドル１１２上のディスプレイに電力を送達し得る
オプションの電源を含み得る。内視鏡の延長部分１１４は、延長部分１１４がハンドル１
１２に接続されるときには、電源に接続され得る電気ワイヤー２３２を含み得る。延長部
分１１４とハンドル１１２とが接続されるときには、電力は、電源から電気ワイヤー２３
２を介してシャフトの遠位端の中にあるオプションのカメラまたはビデオカメラに流れ得
る。電源はまた、第一の光源およびオプションのレーザー光源に電力を供給するために用
いられ得る。
【００３４】
　一部の実施形態において、ハンドル１１２中の電源は、リチウムイオン蓄電池のような
電池である。電源は、少なくとも２～４時間の間、継続的に光源１２４に電力を供給する
のに十分なエネルギーを収容し得る。いったん電源が使い果たされると、オペレーターは
、電源をハンドル１１２から外して、新しいまたは再充電された電源を挿入し得る。代替
案として、オペレーターは、内視鏡を外部のＡＣ電源またはＤＣ電源に接続し得る。
【００３５】
　光源は、光ガイドの一つの端から別の端に光を伝送するための任意の適切な光源であり
得る。光源は、レンズシステムのような任意の適切な手段によって光ガイドに結合され得
る。一部の実施形態において、光源１２４は、例えば、半導体光源、ソリッドステート光
源、発光ダイオード、半導体ダイオード、または半導体ダイオードレーザーであり得る。
光源１２４は、Ｋｒｕｐａ他による米国特許特許出願公開第２００４／０２４６７４４に
おいて開示されている光源であり得る。光源１２４は、Ｌｕｘｅｏｎ　ＩＩＩ　Ｍｏｄｅ
ｌ　ＬＸＨＬ－ＬＷ３Ｃのような発光ダイオード（ＬＥＤ）であり得る。光源１２４は、
高い色温度、大きな強度、およそ１ｍｍ×１ｍｍの発光表面、および／または広帯域の連
続可視光を発光する波長変換リン光体および／またはフルオロフォア（ｆｌｕｏｒｏｐｈ
ｏｒｅ）によるコーティングを有し得る。光源１２４は、紫外線、４３０ｎｍ、４７０ｎ
ｍ、５３０ｎｍ、近赤外線、または赤外線のようなスペクトル出力を有し得る。光源１２
４は、平坦な表面の光源であり得る。　光源１２４は、丸い形状または円筒状であり得る
。さらに、光源１２４は、小さな表面搭載パッケージを有し得る。光源１２４は、エポキ
シドームレンズに封入された発光ダイオードであり得、エポキシドームは、発光ダイオー
ドのレベルまで除去される。光源は、任意のケースまたはインデックスマッチングジェル
のようなゲルを欠いた状況でオプションの波長変換リン光体を有する発光表面を備え得、
その結果として、光ガイドが光源に結合され得、発光表面または波長変換リン光体が光ガ
イドの近位端と接触する。
【００３６】
　延長部分の一部の実施形態において、シャフト１１６は、任意の寸法、例えば４ｍｍ、
６ｍｍ、または８ｍｍの直径を有し得る。シャフト１１６は、任意の寸法の長さを有し得
る。さらに、シャフト１１６は、任意のレベルの剛性を示し得る。例えば、シャフト１１
６は、柔軟な、剛性の、または半剛性の材料で構成され得る。シャフト１１６は、タング
ステンの連続した編組のような、ハンドルから遠位の先端までの全体に円滑な表面を提供
する設計および／または材料を備え得る。編組の設計は、例えば、Ｋｒｕｐａ他による米
国特許第６，９９１，６０３号に開示されている設計であり得る。シャフト１１６は、脊
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椎骨状の設計のような柔軟性を高める設計を備え得る。シャフト１１６は、タングステン
のような、曲げによる加工硬化を生じない材料を備え得る。代替案として、シャフト１１
６は、カテーテルベースのシャフトであり得る。本明細書で提供される内視鏡は、オプシ
ョンのシャフト補強装置を含み得る。シャフト補強装置は、延長部分の遠位端の上に配置
され得、遠位端を剛な内視鏡のように振る舞わせる。
【００３７】
　遠位の先端は、遠位の先端の縁が露出されることを防ぐ技術を用いて装着され得る。そ
のような技術は、内視鏡の収縮時に端の先端が捕捉される可能性を低減または排除する。
【００３８】
　本明細書で提供される内視鏡は、２方向または４方向の連接駆動が可能な遠位端１２０
を含み得る。代替案として、遠位端１２０は、連接駆動をすべて欠き得る。
【００３９】
　一部の実施形態において、延長部分は、遠位端において連接駆動可能な部分を含み得る
。連接駆動可能な部分は、遠位端が連接駆動され得るようにオペレーターによって制御さ
れ得る。その結果として、オペレーターは、特定の対象物を観察するために、遠位端を近
い位置に、および／または適正な向きに動かし得る。連接駆動可能な部分は、連接駆動可
能な部分から延長部分を介して連接駆動機構にまで延びているストリングまたはワイヤー
の使用を介して制御される。図２は、４方向に連接駆動する遠位端を含む延長部分を示し
ている。しかしながら、他の実施形態においては、シャフトは、剛性であり得るか、また
は柔軟であり得るが連接駆動する遠位端がないか、または４方向ではなく２方向の連接駆
動する遠位端を含み得る。２方向の連接駆動する遠位端は、遠位端および延長部分の分離
セクション内の歯車に接続された一組のワイヤーを備え得る。
【００４０】
　本明細書で提供される延長部分は、嵌合するコネクターを備えている分離セクションを
含み得る。本明細書で提供されるハンドルは、ハンドルが延長部分に接続されるときには
、延長部分の嵌合コネクターと接続するコネクターを含み得る。
【００４１】
　本明細書で提供される内視鏡は、レーザー投影システムのような測定システムを含み得
る。投影システムは、表面輪郭モデリングの必要性なしに、より正確なマルチポイント三
角測量のための測定値を提供する。代替案として、内視鏡は、内視鏡近接センサーを含み
得る。レーザー投影システムは、例えば、光ファイバーの光ガイドのような光ガイドの中
に結合された、ダイオードレーザーのような半導体の光源を備え得る。この光ガイドは、
レーザー光をシャフトの長手方向に沿って伝送する。シャフトの遠位端において、レーザ
ー光は、光ガイドを出て、標的を照明する。この標的は、この実施形態において、いくつ
かの開口部がある、ＧＲＩＮ（屈折率分布型レンズ）の裏側に堆積された金属の薄膜であ
る。これらの開口部が生じるとき、レーザー光は、標的（またはマスク）を通過し、検査
される対象物の上にＧＲＩＮレンズによって画像化される。図３のこの点の模様は、次い
で対象物の寸法および距離を決定するために用いられる。
【００４２】
　テクノロジーは、オペレーターが同じ内視鏡のハンドルを用いて、直径および長さのよ
うな異なるパラメーターの相互に交換可能な延長部分を用いることを可能にする。各延長
部分は、同じ分離セクションを有し、かくして、任意の延長部分が単一のハンドルで用い
られることを可能にする。しかしながら、異なるパラメーターが画像を捕捉するプロセス
および特性を計算するプロセスに影響を与えるので、延長部分が内視鏡のハンドルに装着
されるときにはいつも、ハンドルは、延長部分の特性のを補償するように較正されなけれ
ばならない。例えば、ハンドル中のエレクトロニクスは、異なるタイプの延長部分に対応
する一つ以上の検索較正表を記憶し得、表中の値は、直径および長さのような延長部分の
特性に依存する。延長部分がハンドルに装着されるときには、ハンドル中のエレクトロニ
クスは、装着された延長部分に基づいて適切な較正検索表を検索する。
【００４３】
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　例えば、延長部分は、２進コードのような、タイプを指示するコードを記憶し得る。タ
イプは、直径、長さ、または他の特性、またはそれらの任意の組み合わせのような、延長
部分の特性に対応し得る。コードは、例えば、ハンドル上のレセプタクルに差し込まれる
延長部分上の一つ以上のピンの中に記憶され得る。レセプタクルは、ハンドル中のエレク
トロニクスに接続され得る。かくして、オペレーターが延長部分をハンドルに装着すると
きには、ピン上に記憶されたコードは、ハンドル上のレセプタクルと接続し得、レセプタ
クルは、ピン上に記憶された情報をハンドル中のエレクトロニクスに送信し得る。送信さ
れた情報に基づいて、適切な較正検索表が選択される。
【００４４】
　本明細書で提供される内視鏡は、電源に接続されたオプションの電力コントローラーを
含み得る。電力コントローラーは、パルス幅変調回路であり得る。電力コントローラーは
、電源からの安定した電力の取り込みを促進することによって、光源がほぼ一定の強度の
光を発することを可能にする。一部の実施形態において、パルス幅変調回路のような電力
コントローラーは、エネルギー源と組み合わせて提供される。電力コントローラーは、光
源が実質的に一定の強度を有する光を発し得るように、エネルギー源からの安定したエネ
ルギーの取り出しを促進する。一般に、変調回路のパルス幅が短ければ短いほど、エネル
ギー源は、より長く光源に動力を供給するのに十分なエネルギーを維持する。
【００４５】
　本明細書で提供される内視鏡は、ユーザーが光源１２４をオンまたはオフにすることを
可能にするオプションの制御デバイスを含み得る。制御デバイスは、さらにユーザーが光
源１２４の強度を制御することを可能にする。
【００４６】
　本明細書で提供される内視鏡は、延長部分の遠位端にある視覚化デバイスが取り外され
、互換性のある直径を有するグレードアップされたデバイスと取り替えられることを可能
にし得る。
【００４７】
　図５は、延長部分５０１およびハンドル５０２を有する例示的な内視鏡５００である。
一部の実施形態において、ハンドル５０２は、キー溝５０５、コネクター５１０、歯車５
１５、連接駆動機構５２０、および固定用のラッチを有する。延長部分５０１は、シャフ
トキー５２５、嵌合コネクター５３０、および歯車５３５を有する。延長部分５０１をハ
ンドル５０２に装着するために、シャフトキー５２５がキー溝５０５に挿入される。延長
部分５０１は、ハンドル５０２のほうに押し込まれ、ハンドルの前面にあるコネクター５
１０を延長部分にある嵌合コネクター５３０と整列させる。延長部分とハンドルとの間の
歯車５３５、５１５は、連接駆動機構５２０を歯車がセットするまで動かすことを照明す
ることによって整列される。最後に、ハンドル５０２と延長部分５０１との間で固定用の
ラッチが閉じられる。
【００４８】
　延長部分５０１をハンドル５０２から分離するためには、連接駆動機構５２０は、ホー
ムポジションまで動かされる。固定用のラッチは、延長部分５０１とハンドル５０２との
間で外される。シャフトキー５２５は、延長部分５０１をハンドル５０２から外すために
引き戻される。延長部分５０１は、シャフトキー５２５がキー溝５０５の端に来るまでハ
ンドル５０２の前面からゆっくりと真っすぐに引っ張り出される。最後に、シャフトキー
５２５がキー溝５０５から引っ張り出される。
【００４９】
　一部の実施形態において、連接駆動可能部分を含む延長部分をハンドルから切り離すた
めに、オペレーターは、例えば、延長部分の近位端に提供されるツイストロックをゆるめ
ることによって、まず近位端をハンドルから切り離す。オペレーターは、次いで、延長部
分の中のワイヤードラムをハンドル中の歯車システムとの係合から外しながら、ハンドル
から延長部分を引き離すことによって延長部分を取り外す。
【００５０】
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　新しいまたは交換の延長部分をハンドルに接続するためには、オペレーターは、まず延
長部分の装着部分をスライドさせてハンドルの装着部分の中に入れ、その結果として、延
長部分のワイヤードラムがハンドルの歯車システムとかみ合い、その結果として、光源が
電源に接続される。次いで、オペレーターは、ツイストロックのような装着デバイスを作
動させることによって、延長部分をハンドルに固定する。
【００５１】
　一部の実施形態において、固定用のラッチは、ツイストロックまたは差込み取付け分離
システムであり得る。
【００５２】
　一部の実施形態において、内視鏡は、完全にシールされ、挿入管は、水、燃料、および
他の一般的な液体に浸漬可能である。一部の実施形態において、アースが所望される場合
には、アース接続を可能にするアース点がある。
【００５３】
　一部の実施形態において、内視鏡は、内視鏡を外部の電力、ディスプレイ、またはコン
ピューター機器に接続するワイヤーなしに、独立型ユニットとして用いられ得る。一部の
実施形態において、内視鏡は、データ、画像、および、またはビデオを外部のコンピュー
ターに送信するワイヤレス送信能力を含む。
【００５４】
　光源が延長部分の分離セクション内に配置されるゆえに、本明細書で提供される技術は
、光源を再接続して再整列する必要なしに、内視鏡のハンドルに装着される分離可能な延
長部分の交換を可能にする。かくして、オペレーターは、光源の効果を損ない得る誤った
整列を回避し得る。延長部分は、光源と光ガイドとの間の接続を阻害することなしに、ハ
ンドルと装着または分離され得るので、光の最大量が、光源から延長部分の遠位端に伝送
され得る。
【００５５】
　本明細書で提供される技術は、ハンドルのコンポーネントと一体化されない挿入シャフ
トのコンポーネントを可能にする。本明細書で提供される延長部分およびハンドルは、「
独立型」であることが可能で、いったん装着されると、統合ユニットとして機能する。そ
の結果として、オペレーターは、異なる直径および／または長さを有する延長部分を必要
とする異なる検査に対して同じハンドルを用い得る。例えば、ハンドルに装着された延長
部分が検査に対して不適切な場合には、オペレーターは、延長部分を分離して、直径およ
び／または長さがより適切な延長部分を装着し得る。加えて、内視鏡が損傷を受けるか、
または別な態様で使用不可能であるときには、オペレーターは、内視鏡全体ではなく、損
傷を受けた、または使用不可能な挿入シャフトを修理に戻し得る。例えば、オペレーター
は、使用不可能な延長部分をハンドルから分離し、機能する延長部分を装着し、使用不可
能な延長部分を修理のための適切な場所に送り、使用不可能な延長部分が修理されている
あいだ検査を行うことを継続し得る。加えて、オペレーターは、現場で特別な道具または
機器の使用なしに、延長部分を取り替え得る。
【００５６】
　本明細書で提供される技術は、内視鏡がアンビリカルコードのない状況で用いられるこ
とを可能にし得る（内視鏡は、ひもでつながれない状態であり得る）。内視鏡は、外部の
光源および外部の光源を電源に接続するための必要な手段なしに、運搬、セッティング、
および使用がより容易になる。さらに、光源は、空気または任意の他の冷却媒体が延長部
分の近位端にアクセスし得るので、容易に冷却され得る。
【００５７】
　本明細書で提供される内視鏡、ハンドル、および延長部分は、その精神または本質的な
特徴から逸脱することなく、他の特定の形態において実施され得る。したがって、上記の
実施形態は、本明細書に記載される内視鏡、ハンドル、および延長部分を限定するもので
はなく、あらゆる点で例示的なものと見なされるべきである。
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